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1 は じ め に

ホルスタイン種雌牛に黒毛和種雄牛を交配して得られる

F】雌子牛を繁殖に用い,肉資源増加に貢献させるために ,

人工哺育から繁殖供用まで,ま た分娩後の初産子牛哺乳に

至るまでの一連の飼養技術の検討を行うこととし,平成 3

年度においては人工哺育試験を実施し,以下の項目につい

て検討した。すなわち,①哺育期において,乳用種と同様

な早期離乳方式が採用できるか,飼料給与体系の検討,②
哺乳期において,食餌性下痢対策が必要か1日 3回哺乳区

と2回哺乳区を1か月間設けて検討,③外部導入子牛区を

設け,飼養環境が変わった場合の発育の検討である。

2試 験 方 法

0)供試牛 :平成 3年 4月 2日 ～ 7月 15日 に生まれた
Fi雌子牛 (ホ ルスタイン種雌牛×黒毛和種雄牛)13頭 ,

うち10頭は当場生産の生後直後のもので,残 り3頭は生後

12～ 16日 日の外部農家から導入した子牛であった。

9)試験場所 :山形県立畜産試験場
6)試験区の設定 :3区で飼料給与計画は表 1の とおり
である。

A区 (6頭) 1日 3回哺乳,場内産子牛区
B区 (4頭) 1日 2回哺乳,場内産子牛区
C区 (3頭) 1日 2回哺乳,外部導入子牛区

“

)日標値の設定 :離乳については,乳用種の早期離乳
方式を参考に,46日 目前後で人工乳を1日 l kg以上採食す

る時期とし,ま た,哺育終了を91日 目前後とした。

6)飼養管理方法 :離乳までは屋外で個別カーフハッチ
にて飼育し,離乳から哺育終了まではパドック付き屋内単

房で飼育した。初乳.全乳,代用乳はバケツによるがぶ飲

み方式とし,と もに40度前後に温めて与えた。代用乳は 6

倍の温湯に溶かして給与した。なお,ビール粕主体混合飼

料は,外部導入子牛の導入元農家での給与内容に近づける

ためにC区のみに給与した。

3 試験結果及び考察

は)生時から離乳時までの発育状況
場内生産雌子牛10頭の平均生時体重,体高及び胸囲はそ

れぞれ32 0kg,706m及 び73 5cmで ,日 本飼養標準におけ

る発育基準 (生時体重 :ホ ルスタイン種雌43kg・ 黒毛和種

雌28kg)と比べるとホルスタイン種より黒毛和種に近かっ

たが,黒毛和種よりは大型であった。

人工乳は,給与開始から1日 300g摂取するまで10日 以

上要したもののそれ以降は急速に採食量が増加した。離乳

の目標として設定した 1日 l kg採食時期は各区とも46日 目

以前であり,離撃L時期の設定に無理はなかったといえる。

また,l kg採 食は 1日 2回哺乳のB及びC区のほうが 3回

哺乳のA区よりも5～ 6日 早かった。

哺乳期間中のTDN及びDCP摂取量は,と もにC区 ,

B区 ,A区の1贋で多く,ま た,こ の順で離乳時体重も大き
かった。C区の子牛は導入時から大型であったが,導入直

後に下痢が発生しそれが長期に及んだため期間内の発育は

劣り,養分要求率も高くなった。

また,発育値を日本ホルスタイン登録協会発育値 (ホ ル

協値)及び全国和牛登録協会発育値 (全和登値)と比較す

ると,ホル協値には及ばないものの,全和登値にはぼ匹敵

する成績であった。

2)離乳後から哺育終了までの発育状況
TDN及びDCP摂取量ともに,C区,A区 ,B区の順
で多く,こ の順で哺育終了時の発育も良好であった。なお,

B区については長期にわたり疾病が発生し,飼料給与量を

減らしたため結果的に増体は低下し,養分要求率も高くなっ

た。

各区の哺育終了日 (群飼開始日)力 目ゞ標とした91日 目よ

りやや遅れたのは,そ の後に群飼育を行うために 2～ 3頭

ずつ哺育を終了させたことによるものである。この期間の

発育は一部を除いて良好で,ホル協値にはやや及ばないも

のの,全和登値とほぼ同様な値を示したことから,哺育終

了時期を91日 日前後に設定しても問題はないと思われる。

3)疾病発生状況について
各区とも白痢が高率に発生し,特にC区では導入直後か

ら発生し重度であった。食餌性下痢の発生は,生後30日 目

までの下痢の総発生件数14件のうちB区の2件のみであっ

た。また,生後31～45日 目までの疾病発生は,下痢の 4件

で全て食餌性下痢であり,人工乳の採食量が急激に増加す

る時期でもあった。
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(1)交雑種雌子牛の哺育試験を実施した結果,46日 目前

後の離乳と91日 目前後の哺育終了を計画どおり行うことが

でき子牛の発育も良好だった。このことから,哺育期にお

ける飼料給与体系は乳用種の早期離乳方式と同様に考えて

良いと思われる。

12)生後30日 目まで,1日 3回哺乳区 (A区)と 2回哺
乳区 (B及びC区)を設け,食い過ぎによる食餌性下痢対
策の必要性について検討したが, 1か月FE5中 に発生した下

表 1 飼料給与計画 (1日 1頭分)

表 2 発育値 (体重)

痢14件のうち,食餌性下痢は2件のみであったため有意性
の判定は困難だったが,2回哺乳のB区の発育が 3回哺乳
のA区より良かったこと,ま た人工乳の摂取状況をみると

離乳まで常にA区より旺盛であったことから,1日 2回哺
乳でも良いと思われる。

13)C区において外部導入子牛の発育状況をみたが,導
入元農家の飼料給与体系と本試験のプログラムが合わず ,

慣れるまで 1週間以上かかった。このことから,一般農家

における外部導入にあっては,同様の飼育形態の農家から

選ぶとともに,疾病対策を十分にすべきであると思われる。

群飼開始前 (90日 目) まで

(単位 :kg)

飼料名 期間 A 区 (6頭) B 区 (4頭 ) C 区 (3頭 )
初乳, 全乳 1日 目

2～ 5

6-7

初乳 4kg(3～ 4レ■2時間以内)
朝 2kg 昼 lkg 夕 lkg

朝 2kg

初乳 A区に同じ
朝 夕 各 2kg
朝 2kg

農家飼育

朝 夕 各250g
B区に同じ

A区に同じ

A区に同じ

代  用 乳 6～ 7

8‐ 14

15～ 30

31～40

41～離乳

朝 Og  昼 100g 夕 100g
朝 200g  昼 100g 夕 100g
朝 200g  昼 150g 夕 150g
朝 夕 各2508
朝 250g

車月 Og 基塁 Og ぢン 200g

朝 夕 各200g
朝 夕 各250g
A区に同じ

A区に同じ
人 工  乳
(2種類 )

8～45

46-84

85´ウ90

03～1 2kg/1～ 2回にわけて

(7日目毎に02～0 3kg増量)
12～2 5kg/2回 にわけて(″ )
1 8kg/2回 にわけて

◎人工乳 1は,70日 目まで,人工
乳2は,50日 目より給与

A区に同じ A区に同じ

ビール率自主体

混 合 飼 料

導入後 7日 目より0 2kg,10

日経過後0 3kg。 90日 目まで

子牛育成飼料 85-90 0 5kg/2回 にわけて (人工乳に

混合)

A区に同じ A区に同じ

乾 草 15～期間中 自由採食 A区に同じ A区に同じ

A 区 B 区 C 区
生 時 平 均 体 重 と 標 準 偏 差

離  乳  日  齢 (日 目 )
離 乳 時 体 重 と 標 準 偏 差

哺 乳 期 間 中 の D G
群 飼 開 始 時 日 齢 (日 目 )

群 飼 開始 時 体 重 と標 準 偏 差

離乳 ～群飼開始 時 まで D G

315± 207
498± 382
575± 200
053

990± 846
1006± 816
088

326± 229
470± 082
601 こヒ 2 17

0611

968 ± 857

954± 618
071

(143日 目490± 180)

470± 100
627± 946

(042)

943 ± 294

1043± 1420
088
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